





The fixed-form verse structure in the lyrics in the textbooks commonly used at primary schools 
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調 曲　名　＆　学　年 計 ％
五調 春がきた２年 １ 4.2
七調 日のまる１年、春の小川３年 ２ 8.3









八五調 かたつむり１年、子もり歌５年 ２ 8.3
八六調 スキーの歌５年、おぼろ月夜６年 ２ 8.3















曲　名 学　年 調 ユレ指数 備　考
１）うみ １年 七五調   ±０
２）かたつむり １年 八五調   ±０
３）日のまる １年 七調   ±０
４）ひらいたひらいた １年 乱調      ＊ 七五調のように、大→小を繰り返す。
５）かくれんぼ ２年 六五調   ＋３ 七五調でユレ＋２−２とも考えられる。
６）春がきた ２年 五調   ±０
７）虫のこえ ２年 七五調   ＋７−０
８）夕やけこやけ ２年 七五調   ＋２
９）うさぎ ３年 乱調      ＊ ５音の留、都々逸調とも考えられる。
10）茶つみ ３年 七調＋都々逸調   ±０
11）春の小川 ３年 七調   ±０
12）ふじ山 ３年 七五調   ±０
13）さくらさくら ４年 七調＋都々逸調   −２
14）まきばの朝 ４年 七五調   ±０
15）とんび ４年 七五調＋八調＋五調      ＊
16）もみじ ４年 七調＋都々逸調   ±０
17）こいのぼり ５年 七五調   ±０
18）子もり歌 ５年 八五調   ＋３−２
19）スキーの歌 ５年 八六調   ＋５
20）冬げしき ５年 六五調   ＋２
21）越天楽今様 ６年 七五調   ＋１
22）おぼろ月夜 ６年 八六調   ±０
23）ふるさと ６年 六四調   ±０





























































??????六四調（ユレなし） ふるさと（６年） 五調（ユレなし） 春がきた（２年）
八六調（ユレなし） おぼろ月夜（６年）
八六調（ユレ５） スキーの歌（５年）
乱調 ひらいたひらいた（１年）→字数の「大→小」の繰り返しはある。
うさぎ（３年）→都々逸調とも考えられる。
　定型構造
　　　のないもの 該当なし
− 72 −
い最下層の欄以外はかなり伝統的な色合いが強く、実
際にはこの表の上に集中する形になると考えられる。
　新たな定型詩を含み「ひらいたひらいた」も七五調
に近いと考えれば、すべての曲が定型詩という日本の
伝統的な手法に影響を受けた歌詞の作り方でできてい
ることがわかった。小学校歌唱共通教材曲は定型詩か
その影響を受けた歌詞の構造でできているのである。
それは、古今集から短歌や俳句そしてそれを使った能
や歌舞伎等へと続く日本に一貫する共通要素である。
　したがって、これらの曲は日本的な様々な音楽シス
テムや楽器で伴奏されることで、定型詩という日本的
な歌詞の作り方と響応するのである。三味線や三線や
琴といった楽器で、ベタづけ４）や合いの手、装飾音
を伴ったヘテロフォニックな手法や日本の伝統的な音
楽の様々な種目の慣用句も挿入して演奏されること
で、一つ一つの歌が新たな魅力を放ってくると考えら
れる。また、リズムパターンも能楽や歌舞伎の囃子等
に様々に伝統的なものがあるので、それらを使うとと
ても豊かな表現になるはずである。歌詞に直接関わる
唱法の点でも、日本の伝統音楽の様々な種目のコブシ
などの装飾的な歌い方で、その表現はさらに生き生き
と変化することができるのである。そして、これらの
経験を積むと、すでに存在する伝統的な曲目自体にも
直接的に親近感をもたらすことも可能なのである。
　日本の音楽文化は世界一歴史が長く豊かで多様であ
る。しかし、その素晴らしい特徴は十分には今に生か
されていない。平安時代に雅楽が国風化した様に、日
本人のアイデンティティを音楽文化の上でどう取り戻
すかが今日の一番の課題である。その方向がどこであ
るかは未知数であるが、今こそ音楽教育は様々な方法
と実践で日本のこれからの音楽をさらに豊かにするた
めにこういった舵取りをして行くべきなのである。
註
１） 平成元年の改訂から現行の平成20年の改訂まで、同一
曲である。この曲目は本文に明らかである。
２） 木暮朋佳『小学校歌唱共通教材の日本音階に関する一
考察～柴田南雄の分析法を中心に用いて～』　
　　美作大学・美作大学短期大学部紀要第54号2009年
３） 遠山淳『日本語定型詩のリズム−五音と七音をめぐっ
て−』国際文化論集第21巻, 桃山学院大学　pp.127-
pp.140，2000年　等
４） 歌の旋律と同時で同様に伴奏楽器が演奏することであ
る。
